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１
令和元年東日本台風による

浸水被害の概要
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◆ 浸水被害の概要

・ 令和元年東日本台風では、多摩川流域の複数の観測所で過去最大の雨量を記
録し、田園調布（上）観測所などにおいて計画高水位を超える過去最高の水位を記録

・ 自然流下で整備された排水区の排水樋管周辺地域では、主に放流先の多摩川の
水位上昇による影響を受け、内水排除が困難になることや河川水が逆流することに
より浸水被害が発生

令和元年東日本台風による浸水被害の概要
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◆ 排水樋管の構造と浸水のメカニズム

令和元年東日本台風による浸水被害の概要
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２
短期対策の取組内容と効果
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・ 浸水被害を受け、河川水位が上昇した場合における確実な排水樋管ゲートの操作、河川水
の逆流防止、内水排除等を目的とし、排水樋管ゲートの改良や遠方制御化、観測機器の設置、
ゲート操作手順の見直し、排水ポンプ車の導入などの短期対策を令和２年７月までに実施

短期対策の取組内容と効果

排水樋管ゲートの改良

遠方制御化

観測機器の設置・ゲート操作手順の見直し

排水ポンプ車の導入

*河川水位が上昇し順流が確認できない場合ゲートを閉鎖

１ 短期対策の取組内容
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・ 令和元年東日本台風の降雨、河川水位の条件で短期対策の効果についてシミュレーション
により効果を確認

短期対策の取組内容と効果

２ 短期対策の効果

床上浸水相当0㎡⇒床上浸水被害なし 床上浸水相当約52,000㎡⇒約5割減少 床上浸水相当約79,000㎡⇒約4割減少 床上浸水相当約700㎡⇒約9割減少 床上浸水相当約40,000㎡⇒約5割減少
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３
排水ポンプ車の運用改善

の取組内容
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排水ポンプ車の運用改善の取組内容

１ 背景

排水ポンプ車導入後、実地訓練などにより、判明した課題に対し、さらなる運用の
改善を行う。

排水ポンプ 排水ホース排水ポンプ車 浮輪

【短期対策の実施】

排水樋管ゲートの改良 水位計等の観測機器設置 遠方制御化

ゲート操作手順の見直し 排水ポンプ車の導入
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排水ポンプ車の運用改善の取組内容

２ 判明した課題

（１）排水作業開始までの時間短縮
①ポンプを投入する角落し室開口部が狭く、ポン
プ設置に時間を要する。

②雨水管きょ内の水流の影響を受けるため、ゲー
ト閉鎖後のポンプ投入となる。

（２）全面通行止めの緩和
①排水作業時は排水ホースが多摩沿線道路上を横断するため、広範囲で全面通行止めとなる。
②全面通行止めに備えて、３日前までに多くの交通誘導員の確保をする必要がある。

②水流がある場合の
ポンプ投入（イメージ）

雨水管きょ内の
水流の影響を受ける

ゲート全開時

開口が狭い

全面通行止めによる排水作業図（イメージ）

角落し室

①現状のポンプ投入作業図（イメージ）

ゲート
開

平面図 断面図
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（１）排水作業開始までの時間短縮

【取組】
排水ポンプ投入用マンホールの設置により、雨水管きょ内の水流の影響を受けないことから、ゲート閉鎖前の排水ポ
ンプ設置が可能となった。
投入口が独立し大きいため、人力や簡易的な架台によるポンプの投入が可能となった。

【効果】
迅速なポンプの設置
【対象樋管】
全排水樋管（山王・宮内・諏訪・二子・宇奈根排水樋管）

排水ポンプ車の運用改善の取組内容

３ 取組と効果

排水ポンプ投入作業（イメージ）

取組前 取組後

排水ポンプ投入用

マンホール

雨水管きょ

排水ポンプ

GL

角落し室
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排水ポンプ車の運用改善の取組内容

（２）全面通行止めの緩和

【取組】

取組内容 山王・諏訪
宮内・宇奈根

二子

①横断管の設置 ○

②乗り越え架台の導入 ○

① 横断管の設置（山王・宮内・諏訪・宇奈根）
横断管を多摩沿線道路下（埋設）に設置

② 乗り越え架台の導入（二子）
乗り越え架台を使用

【平面図】【断面図】取組前

取組後 【断面図】

排水作業時に多摩沿線道路の全面通行止めが必要となる。
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４
山王排水樋管における

排水訓練
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山王排水樋管における排水訓練

・ 令和４年度より、排水ポンプ投入用マンホールに水を溜め排水訓練を実施。

排水準備作業

※令和５年７月２１日に実施した夜間総合排水訓練

樋管先管きょ排水状況内陸側排水状況
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山王排水樋管における排水訓練

・ 排水訓練に合わせメールニュース班を配置し、メールニュースかわさき「防災気象情報」内に
設定される「排水樋管情報」の発信訓練を実施。

個人携帯受信画面
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５
バイパス管整備の取組内容

と効果

17



１ バイパス管整備の背景と概要

バイパス管整備の取組内容と効果

平成２９年台風２１号の影響により、
上丸子山王町２丁目地区において
浸水被害が発生

これを受け、河川水が逆流
しないよう、排水樋管ゲー
トの操作手順の見直しなど
を実施

令和元年東日本台風の影
響により、山王排水樋管周
辺地域において、河川水
が排水樋管を逆流し大規
模な浸水被害が発生

これを受け、隣接する排水区の既設
管きょ能力や丸子ポンプ場のポンプ
能力の余裕分を最大限活用した浸
水対策について検討を開始

以上を踏まえ、上丸子山王町2丁
目地区の浸水被害軽減と排水樋管
ゲート閉鎖時の排水機能の補完を
目的としたバイパス管の整備を推進
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丸
子
ポ
ン
プ
場

加瀬水処理センター

山
王
排
水
樋
管丸子その１排水区

幹線

バイパス管

ゲート閉鎖

多摩川へ

上丸子山王町２丁目地区の雨水を丸子その２
２号幹線へ導水し、浸水被害を軽減させる



丸
子
ポ
ン
プ
場

加瀬水処理センターへ

山
王
排
水
樋
管

丸子その１排水区

幹線

バイパス管整備の取組内容と効果

２ バイパス管整備による対策の仕組み
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雨天時の流れ

多摩川へ

多摩川へ



丸
子
ポ
ン
プ
場

加瀬水処理センターへ

山
王
排
水
樋
管

丸子その１排水区

幹線

バイパス管整備の取組内容と効果

２ バイパス管整備による対策の仕組み
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ゲート閉鎖

雨天時の流れ
（ゲート閉鎖時）

バイパス管

多摩川へ



対策前_晴天時

幹線

マンホールマンホール

マンホール

上流より
汚水が流入

枝線

幹線

山王排水樋管
(ゲート開放)

取付管取付管 取付管
多摩川

(低水位)

丸子ポンプ場へ

バイパス管整備の取組内容と効果

２ バイパス管整備による対策の仕組み
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多摩川
(高水位)

幹線

マンホールマンホール

マンホール

上流より
汚水＋雨水が流入

枝線

幹線

山王排水樋管
(ゲート閉鎖)

取付管取付管 取付管

丸子ポンプ場へ

内水による浸水被害

対策前_雨天時（多摩川高水位）

バイパス管整備の取組内容と効果

２ バイパス管整備による対策の仕組み
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マンホールマンホール

マンホール 枝線

取付管取付管 取付管

マンホール マンホール

逆流防止弁
（閉鎖）

枝線

バイパス管
（丸子その2 2号幹線へ）

幹線

幹線

上流より
汚水＋雨水が流入

多摩川
(高水位)

丸子ポンプ場へ

逆流防止弁

逆流防止弁の仕組み
マンホール

枝線

弁が開き、枝線
から水が流れる

弁が閉じ、幹線
から流入を遮断

水圧に
より閉鎖

マンホール

枝線

幹線幹線

弁
弁

対策後_雨天時（多摩川高水位）

当面の対策の取組内容と効果

２ バイパス管整備による対策の仕組み
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山王排水樋管
(ゲート閉鎖)



推進工（バイパス管工事①） 開削工（バイパス管工事②）
逆流防止弁
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バイパス管整備の取組内容と効果

３ バイパス管整備について

丸子その2
2号幹線へ



掘進機

立坑 掘進機

ガス
水道
下水
通信

マンホール
マンホールマンホール

深さ約3.5m

立坑
2.5m
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バイパス管整備の取組内容と効果

３ バイパス管整備について （推進工事）

幹線

下沼部公園

下沼部公園



掘進機コンクリート管

立坑 掘進機コンクリート管

バイパス管整備の推進工事について

ガス
水道
下水
通信

マンホール
マンホールマンホール

深さ約3.5m

立坑
2.5m
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幹線

下沼部公園

下沼部公園



掘進機コンクリート管

立坑 掘進機コンクリート管

バイパス管整備の推進工事について

ガス
水道
下水
通信

マンホール
マンホールマンホール

深さ約3.5m

立坑
2.5m
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幹線

下沼部公園

下沼部公園



コンクリート管

立坑 掘進機コンクリート管

バイパス管整備の推進工事について

ガス
水道
下水
通信

マンホール
マンホールマンホール

深さ約3.5m

掘進機

立坑
2.5m
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幹線

下沼部公園

下沼部公園



コンクリート管

立坑 掘進機コンクリート管

バイパス管整備の推進工事について

ガス
水道
下水
通信

マンホール
マンホールマンホール

深さ約3.5m

掘進機

立坑
2.5m
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幹線

下沼部公園

下沼部公園



到達時 掘進機の回収コンクリート管

バイパス管整備の推進工事について

ガス
水道
下水
通信

マンホール
マンホールマンホール

深さ約3.5m

掘進機コンクリート管

立坑
2.5m
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幹線

下沼部公園

下沼部公園



４ バイパス管整備による効果 （令和元年東日本台風を想定）

バイパス管整備の取組内容と効果

・令和元年東日本台風時の条件で、ゲート操作、排水ポンプ車およびバイパス管を浸水シミュレーション
に反映させて効果を検証

山王排水樋管

令和元年東日本台風時

湛水量 :    0m3

操作条件
・ゲート閉鎖

・排水ポンプ車あり

・バイパス管、枝線、
逆流防止弁あり

②対策後（バイパス管など整備後）

基本条件
・河川水位： 当日の水位
（山王）
最大水位： AP.+9.70m
（山王）
・降 雨： 当日の雨量
最大時間雨量： 22mm/hr

令和元年東日本台風時

山王排水樋管

①対策前

基本条件
・河川水位： 当日の水位
（山王）
最大水位： AP.+9.70m
（山王）
・降 雨： 当日の雨量
最大時間雨量： 22mm/hr

操作条件
・ゲート開放

・排水ポンプ車なし

・バイパス管、枝線、
逆流防止弁なし

湛水量 :  173,000m3

・令和元年東日本台風当時の浸水に対し、被害を解消できる見込み
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６
長期対策の概要
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長期対策の概要

・ 複数の排水区を一体的に捉え、排水できない雨水を新設する流下幹線で集め、新設又は
増設するポンプ場から多摩川へ排水するなど、複数の手法を組み合わせた対策を基本

・ 大規模な用地確保や、整備費用と期間を要することなどの課題があり、現在、整備水準や
対策規模の検討、用地の選定など、対策の具体化に向けた概略設計に取り組み中

・ 整備水準は、過去５５年間の実績に基づき、時間雨量３１ミリ以上を前提に検討中

１ 長期対策の取組 （山王・宮内・諏訪・二子・宇奈根排水樋管）

P

統合ポンプ場

（イメージ）
流下幹線

（イメージ）

P P P P

ポンプゲート設備

Pポンプ場

（増設）

流下幹線

（イメージ）

山王
排水樋管

宇奈根
排水樋管

二子
排水樋管

諏訪
排水樋管

宮内
排水樋管

分流地区 合流地区

※中期対策として
ポンプゲート設備を先行整備 多摩川

R４ R５ R６ R７ R８ R９

長期対策

(中期対策)

検討（概略設計）等 （長期対策に要する期間は20年間程度と想定）※５樋管

２ 長期対策のスケジュール

基本設計・協議 ⇒ 整備（令和９年度供用開始予定）※宮内・諏訪・二子・宇奈根樋管

※当面の対策として
バイパス管を先行整備

（R5供用開始）
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